
令和３年　３月２３日

群馬県柔道連盟
会長　市川　平治

1 令和３ 年　４月１７日（土）１０時開会
2 ALSOKぐんま武道館 前橋市関根町８００

℡０２７－２３４－５５５５
3 群馬県柔道連盟
4

(1) 選手は日本国籍を有する者で、群馬県に居住、在勤、在学の条件のうち、いずれかを満たし、
群馬県柔道連盟を通して(財)全日本柔道連盟に競技者登録している者。

(2) 平成１３年(２００１年)１月１日以降、平成１８年(２００６年)１２月３１日以前の出生者。
※２０２１年中に１５歳～２０歳になる者。

(3) 大学生および一般での参加については、各階級男子は合計２１名以内、女子は合計１４名以内とする。
(4) 高校生は、男女ともに3/6（土）に行われた高校選手権県予選ベスト4と各階級1名の選手とする。

高校生については、男女各階級合計７名以内は認めない。（高校選手権県予選ベスト４の選手は認める。）
中学生の場合は県中学校体育連盟柔道専門部より推薦のあった 者とする。その他、強化部が認めた者とする。

5 体重区分（男女ともに７階級）
男子：６０㎏・６６㎏・７３㎏・８１㎏・９０㎏・１００㎏級・１００㎏超
女子：４８㎏・５２㎏・５７㎏・６３㎏・７０㎏・７８㎏・７８㎏超
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(1) 体重別で各階級トーナメント法により行い。男子３名、女子３名を決定する。
(2) 国際柔道連盟試合審判規定(２０１８年１月１日)で行い、試合時間は４分間とする。
(3) 優勢勝ちの判定基準は「技有り」以上とする。技による評価が同等の場合は、

延長戦（ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｽｺｱ）により勝敗を決する。
(4) 申し合わせ事項として、「両者反則負」の場合、関東決定戦のみ再度延長戦を行い勝敗を決する。
(5) 敗者復活戦については実施せず、３位決定戦を行う。

7
(1) 柔道衣は、全日本柔道連盟柔道衣規格に適合した柔道衣（上衣、下穿、帯）とする。※別紙参照

(2) 柔道衣は白色のみを使用し、背部に下記の要領でゼッケンを各自で縫い付けること。

① 布地は白色(晒太綾)で、サイズは横30cm～35cm、縦25cm～30cmとする。

② 苗字を上部2/3、所属を下部1/3にゴシック又は楷書で男子は黒字、女子は朱字で記載する。

③ 縫い付けの場所は、後ろ襟から5～10cm下部とし、対角線にも強い糸で縫い付ける。

④ ゼッケンの重ね縫いは禁止する。

(3) 女子の黒帯は、白線無しのものを使用すること。
8 試合当日　９時２０分から９時５０分までに下記の会場にて行う。

男子：柔道場　女子：女子更衣室
計量方法としては、関東大会に準ずるため、一度きりの計量とする。

9 １位～４位の計４名を表彰する。
10 令和３年　４月１２日（月）１８時３０分より群馬県立前橋商業高等学校

において県柔道連盟強化部員で行う。
11 一人　　１，０００円　　（当日受付時に集金）
12 参加申込・問い合わせ

出場選手は所定の申込用紙に必要事項を記入の上、令和３年４月７日(水)までに下記あてに
下記あてにＥメールと郵送の両方で申し込む。
〒３７１－０８０５　前橋市南町４－３５－１　群馬県立前橋商業高等学校　小山勝由あて
℡０２７－２２１－４４８６　問い合わせ０９０－２６４０－６７１０（小山携帯）
Ｅメールアドレス koyamakatujudo1969@yahoo.co.jp

13 新型コロナ感染症対策（別紙に記載）
本連盟作成の「新型コロナウィルス感染症に関する本連盟主催大会等実施ガイドライン」に沿った
対策を講じるとともに、詳細については各競技団体作成のガイドラインや群馬県作成の「新型コロナ
ウイルス観戦用に係る県主催ガイドライン」に準じた万全の対策を講じること。
なお、標記大会については「無観客試合」とする。

組 合 せ

参 加 料

令和３年度群馬県ジュニア体重別柔道選手権大会
兼　関東ジュニア体重別柔道選手権大会群馬県予選の開催について

主  　催
参加資格

試合方法

服　　装

計　　量

表　　彰

※申込の際に、軽い階級から男女別の申込書にて提出して下さい。
※同階級で複数申込する場合、先頭から順番で記入して下さい。

関係各所属長　様

期  　日
会  　場

標記大会を下記により実施しますので、貴管下、関係者の参加をお願い申し上げます。

記
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(1) 男子上位３名、女子上位３名の者は群馬県代表として７月５日(日)に埼玉県上尾市で行われる関

東ジュニア体重別選手権大会に出場できる。また、参加料として２,０００円を本大会終了後に集
金する。

(2) 脳振盪対応について、選手および指導者は下記事項を遵守すること。
① 大会前１ヶ月以内に脳振盪を受傷した者は、脳神経外科の診察を受け、出場の許可を得ること。

② 大会中、脳振盪を受傷した者は、継続して当該大会に出場することは不可とする。（なお、至急
脳神経外科の専門医の精査を受けること。）

③ 練習再開に際しては、脳神経外科の診断を受け、許可を得ること。

④ 当該選手の指導者は大会事務局および全柔連に対し、書面により事故報告書を提出すること。

(3) 参加申込記入上の注意
① 軽い階級（男子６０㎏・女子４８㎏）より記入すること。
② 参加申込用紙については、男女別で記入すること。
③ 書式・文字サイスを変えずに記入すること。（文字はMS明朝、サイズは１１に設定）

記入例：湖山○勝由・小山○○賢・小宮山○克、○はスペースとなります。
申込用紙は全て中央揃えになっております。

(4) 大会役員・監督・コーチ・選手の受付について
別紙様式１・２に必要事項を記入し、大会受付場所へ各所属ごとに提出する。

そ の 他

別紙：新規格柔道衣の適用ラベルについて

※以下の規格を着用すること。（規格外は大会参加不可とする。）

赤文字でJU0000

IJFラベル 上 衣 認証ラベル

下 衣

赤枠のみ

赤文字でJU0000

青文字でJU0000

赤枠・青枠どちらでも

赤文字でJU0000

赤枠のみ


